
第１回甲府市水道水源保護対策協議会議事録  

 

■ 協議会の名称：甲府市水道水源保護対策協議会  

■ 開 催 日 時：令和６年１０月４日（金）  

         午後２時２０分～午後３時  

■ 開 催 場 所：甲府市上下水道局  ３階大会議室東  

■ 出 席 委 員：石平博委員・兵道顕司委員・中村高志委員  

田中康夫委員・矢島静枝委員・志田昌子委員  

坂本尚弥委員・臼井礼史委員           

■ 欠 席 委 員：窪田治雄委員・伊藤洽子委員  

■ 傍 聴 者 数：０名  

■ 次第  

１ 開会  

２ 委員紹介  

３ 職員紹介  

 ４ 正副会長選出  

   会長に石平博委員、副会長に兵道顕司委員  

 ５ 正副会長あいさつ  

 ６ 議事  

（１）  ２１世紀水源保全計画について  

（２）  策定スケジュールについて  

（３）  その他  

 ７ 事務連絡  

 ８ 閉会  

■ 審議内容  

【事務局】  

これより次第の６「議事」に入りますが、要綱第１６に記載のあります

とおり、「会長が議長となる。」となっておりますことから、この後の進行

は、会長にお願いしたいと思います。会長は議長席にお移り願います。  

 



【議長】  

 ここからは、私が進行させていただきます。皆様方もお忙しいと思いま

すので、議事がスムーズに進行できますよう皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。  

それでは、第１号議案「２１世紀水源保全計画について」を事務局より

説明を求めます。  

【事務局】  

 第１号議案は、前方のスクリーンを使用して説明を行いますので、恐れ

入りますが、議長は、一旦お席にお戻り願います。  

お手元の議案１及び前のスクリーンをご覧ください。   

以上で第１号議案の説明を終わりますので、会長は議長席にお戻り願い

ます。  

【議長】  

 以上で事務局の説明が終わりましたが、何かご質問ご意見のある方は挙

手にてお願いいたします。  

【委員】  

 第１次と第２次が５年で、第３次の計画が１０年になった経緯を教えて

ください。  

【事務局】  

 色々な計画の見直しが行われるなかで、その他の計画についても５年か

ら１０年に延びたことから同様に１０年としました。  

【委員】  

それによって事業に弊害はありませんでしたか。  

【事務局】  

梨大連携についても、３年に一度契約の見直しをさせていただいており

ますし、イベント系が多いものですから特に弊害はありませんでした。  

【議長】  

 ２１世紀水源保全計画の位置付けがありましたが、経営戦略にぶら下が

るという形ですが、国・県の施策もあるなかで、もう少し計画の位置付け

についてご説明ください。  



【事務局】  

経営戦略の１、２、３が水源保全係の業務となっておりまして、各種イ

ベントの実施や浄化槽の設置に関する事、梨大連携に関することなどが記

載されています。  

 それに対して何をどのように行うのかなどが記載されており、その戦略

を推進するためのものが水源保全計画となります。  

【議長】  

水源の保全に関する様々な項目を記載している基本的な計画という位

置付けになっているということですね。  

【事務局】  

補足説明させていただきます。  

 経営戦略の様々な施策の中の一つとして、「水源保全の推進」を掲げてお

り、第１として、市民との協働による水源林植樹の集いや水道水源地クリ

ーン作戦などを実施する普及啓発活動。  

第２に民有林の整備について、適切な森林整備を行った民有林について、

その水源かん養機能の向上に取り組む森林整備に対して補助を行う。  

第３として、水道の原水である荒川の水質汚濁防止の観点から高規格の

浄化槽の適切な管理に対する補助を行う。  

 以上の３つの柱を軸として活動を行っています。  

【委員】  

 今回新たな１０年計画である水源保全計画を策定するのですが、今期の

計画においてもですが、市民との協働を全面的に打ち出しています。我々

としても、地球温暖化対策などの様々な問題を解決するために、市民の皆

様一人ひとりが自分のことと捉えてほしいということを訴えさせていた

だいております。  

 そのためには何をすれば良いのかなと常に自問自答しているところで

すが、今回の計画ですが、皆さん水道の蛇口をひねればあたりまえのよう

に水が出てくると、水と空気はただだと、そしてあたりまえのように使っ

ているけれど、こういったものを守るための水源の保全ですが、行政や市

民の努力により保全されていることをもっともっと市民のみなさんに知



っていただきたいと、市民との協働を打ち出していくのであれば、もっと

水源林植樹の集いなどのイベントに市民の皆様が参加できるよう促して

いただきたいと思います。  

 最後になりますが、今回の水源保全計画の目玉を教えてください。  

【事務局】  

 戦略に基づいて計画を推進してきたところですが、これらの市民との協

働による活動の推進と共に、本局で制作した「あたりまえの、裏にあるも

の。」のサイトなどＳＮＳやインターネットを使った活動なども施策の一

環として行っております。  

 今後もこういった活動と連携するなかで、普段イベントなどに参加して

いない方々にも水源地の保全について興味を持っていただくような工夫

を盛り込むなかで、新計画のなかでぜひとも形にさせていただいて、今後

の活動に繋げてまいりたいと考えておりますので、皆様のご尽力をお願い

いたします。  

【委員】  

 計画についてですが、実施計画に近い形ということでよろしいでしょう

か。  

【事務局】  

 はい、おっしゃるとおりです。  

 基本コンセプトはございますが、様々な内容を実施するための実施計画

の位置付けとなります。  

【議長】  

ご質問が無いようですので第１号議案は、これでよろしいでしょうか？

ありがとうございます。  

続きまして第２号議案「策定スケジュールについて」を事務局より説明

を求めます。  

【事務局】  

（策定スケジュールを基に説明）  

【議長】  

 以上で、事務局の説明が終わりましたが、何かご質問ご意見のある方は



挙手にてお願いいたします。  

かなり駆け足の内容となっておりますが、年度内に策定する方向で動い

ておりますので、委員皆様方のご協力をぜひともよろしくお願いいたしま

す。  

ご質問が無いようですので第２号議案は、これでよろしいでしょうか？   

ありがとうございます。  

その他として、事務局から何かありますか？  

【事務局】  

 特にありません。  

【議長】  

以上で、すべての議事が終了しましたので議長の席を降ろさせていただ

きます。皆様方のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 


